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平成 19年 3月期 第 1四半期財務・業績の概況（連結） 

平成18年 8月 3日 

上 場 会 社 名        株式会社ケーユー                （コード番号：9856  東証第二部） 
（ＵＲＬ  http://www.keiyu.co.jp ） 
問合せ先 代表者 取締役社長  井上 恵博             ＴＥＬ （042）796－6111（代表） 
     責任者 経営企画室長 堀内 伸泰 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

 ① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無   ： 有 

（内容）たな卸資産の評価計算等については、簡便な方法を採用しています。 

 ② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

 ③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無       ： 無 

 

２．平成19年 3月期第1四半期財務・業績の概況（平成18年 4月 1日～平成18年 6月 30日） 

(1) 経営成績（連結）の進捗状況                           （百万円未満切捨表示） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四半期（当期） 
純  利  益 

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％

19年 3月期第1四半期 
18年 3月期第1四半期 

11,924   6.2

11,230  29.0

387 △14.6

453  35.2

415 △15.1 

489  34.6 

284   6.5

266  53.9

（参考）18年 3月期 47,754 2,360 2,437 1,495 

 

 
1株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後 
1株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円 銭 円 銭 

19年 3月期第1四半期 
18年 3月期第1四半期 

15 85 

23 27 

14 83 

22 76 

（参考）18年 3月期 138 94 129 87 

 （注）1．売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しています。 

2．平成18年 4月 1日付で1株を2株とする株式分割を行いました。 

 

 

 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第１四半期におけるわが国の自動車販売業界は、市場の伸び悩みと原油価格の高騰等の影響で、国産車につきまし

ては、軽自動車を除き普通車を含む登録車は新車・中古車ともに前年同期を下回る実績となりました。また輸入車につ

きましても、高級輸入車は前年同期に比べ増加したものの、全体では前年同期並みの実績となりました。 

このような状況下、当社グループの業績は、メルセデス・ベンツ事業が引き続き堅調に推移したほか、昨年1月に営

業を開始したＢＭＷ事業につきましても、販売体制の強化などを進め、前年同期に比べ大幅な改善を果たしました。こ

の結果、当社グループの第１四半期の売上高は、国産中古車事業の減少をカバーし前年同期を上回る実績となりました

が、利益面では国産中古車販売の競争激化等から前年同期を下回る結果となりました。 

 

 

(2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 1株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭 

19年 3月期第1四半期 
18年 3月期第1四半期 

28,973 

31,953 

20,033 

23,210 

69.1 

72.6 

1,106 80 

2,024 96 

（参考）18年 3月期 28,904 19,744 68.3 2,224 91 

 （注）平成18年 4月 1日付で1株を2株とする株式分割を行いました。 
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【連結キャッシュ・フローの状況】 

 
営業活動による 
キャッシュ・フロー

投資活動による 
キャッシュ・フロー

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

19年 3月期第1四半期 
18年 3月期第1四半期 

△ 845 

△ 1,027 

540 

△ 1,004 

64 

1,526 

1,290 

1,025 

（参考）18年 3月期 4,093 1,022 △ 5,115 1,530 

 

 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

 当第１四半期における総資産は、前期末に比べ 68 百万円増加し 28,973 百万円となりましたが、主に現預金 220

百万円の減少要因があったものの、有形固定資産310百万円の増加によるものです。 

負債は前期末に比べ220百万円減少して8,939百万円となりましたが、主に未決算特別勘定847百万円の増加要因

があったものの、未払法人税、賞与引当金等その他流動負債の減少888百万円及び退職給付引当金の減少227百万円

によるものです。 

純資産は、自己株式の処分等により前期末に比べ289百万円増加の20,033百万円となりました。 

 また、キャッシュ・フロー計算書における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前期末と比較して240

百万円減少し1,290百万円となりました。当第１四半期におけるキャッシュ・フローの状況と主な要因は次のとおり

です。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は845百万円となりました。 

これは主に税金等調整前四半期純利益519百万円があったものの、法人税等の支払額681百万円や退職給付引当金

の減少額231百万円があったことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果得られた資金は540百万円となりました。 

これは主に有形固定資産の取得309百万円等の支出があったものの、収用補償金847百万円の収入があったことに

よるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は64百万円となりました。 

 これは主に配当金の支払額110百万円があったものの、自己株式処分による収入175百万円があったことによるも

のです。 

 

 

［参 考］ 

平成19年 3月期の連結業績予想（平成18年 4月 1日～平成19年 3月 31日） 

 当期の業績予想につきましては、現時点において平成18年 5月 25日に発表した業績予想に変更はありません。 

なお、上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確定要

素が内在しています。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
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（要約）四半期連結貸借対照表 
（千円未満切捨表示） 

当四半期 

(平成19年3月期

第1四半期末) 

前連結会計年度

（平成18年 3月

期末） 

対前連結会計年度増減 
前年同四半期 

(平成18年3月期

第1四半期末) 

期  別

科  目 金    額 金    額 金    額 増減率 金    額 

（ 資 産 の 部 ）          ％ 

Ⅰ．流動資産 14,629,764 14,757,615 △ 127,851 △0.9 17,362,092

 １.現金及び預金 1,248,869 1,471,635  1,001,021

 ２.受取手形及び売掛金  650,021 525,660  597,293

 ３.クレジット未収入金 6,021,400 6,045,193  8,751,260

 ４.たな卸資産 5,765,858 5,739,412  6,037,391

 ５.その他 961,656 995,307  992,481

    貸倒引当金 △ 18,041 △ 19,593  △ 17,356

Ⅱ．固定資産 14,343,557 14,146,752 196,805 1.4 14,590,974

 １.有形固定資産   10,737,587 10,427,189 310,398 3.0 11,353,090

  (1)建物及び構築物 1,973,580 1,972,353  2,236,427

  (2)機械装置及び運搬具 452,336 470,427  439,169

  (3)工具・器具・備品 101,432 103,060  111,919

  (4)土地 7,900,790 7,855,722  7,542,313

  (5)建設仮勘定 309,446 25,625  1,023,261

 ２.無形固定資産 44,191 45,981 △ 1,790 △3.9 39,774

 ３.投資その他の資産 3,561,779 3,673,582 △ 111,803 △3.0 3,198,110

  (1)投資有価証券 2,126,142 2,225,812  1,537,081

  (2)その他 1,435,637 1,447,769  1,661,028

資 産 合 計          28,973,322 28,904,368 68,953 0.2 31,953,067

（ 負 債 の 部 ）           

Ⅰ．流動負債 8,337,609 8,417,446 △ 79,836 △0.9 8,147,616

  １．支払手形及び買掛金 1,263,091 1,298,394  1,631,949

  ２．短期借入金  1,950,000 1,950,000  3,490,000

  ３．未払金及び未払費用 421,701 425,348  355,443

  ４．未決算特別勘定 3,647,898 2,800,000  1,520,000

  ５．その他 1,054,917 1,943,703  1,150,223

Ⅱ．固定負債 601,968 742,304 △ 140,336 △18.9 594,868

  １．退職給付引当金 － 227,209  187,936

  ２．役員退職慰労引当金  354,950 354,950  354,950

  ３．その他 247,018 160,144  51,982

負 債 合 計          8,939,577 9,159,750 △ 220,173 △2.4 8,742,485
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（千円未満切捨表示） 

当四半期 

(平成19年3月期

第1四半期末) 

前連結会計年度

（平成18年 3月

期末） 

対前連結会計年度増減 
前年同四半期 

(平成18年3月期

第1四半期末) 

期  別

科  目 金    額 金    額 金    額 増減率 金    額 

（ 資 本 の 部 ）  

Ⅰ．資本金 － 6,321,631 － － 6,321,631

Ⅱ．資本剰余金 － 6,439,568 － － 6,445,549

Ⅲ．利益剰余金 － 11,146,468 － － 10,042,310

Ⅳ．その他有価証券評価差額金 － 860,920 － － 452,471

Ⅴ．自己株式 － △ 5,023,971 － － △ 51,381

資 本 合 計 － 19,744,617 － － 23,210,582

負債・資本合計 － 28,904,368 － － 31,953,067

  

（ 純 資 産 の 部 ）  

Ⅰ．株主資本 19,231,976 － － － －

１．資本金 6,321,631 － － － －

２．資本剰余金 6,439,568 － － － －

３．利益剰余金 11,162,259 － － － －

４．自己株式 △ 4,691,483 － － － －

Ⅱ．評価・換算差額等 801,768 － － － －

  その他有価証券評価差額金 801,768 － － － －

純 資 産 合 計 20,033,744 － － － －

負債・純資産合計 28,973,322 － － － －
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（要約）四半期連結損益計算書 
（千円未満切捨表示） 

当四半期 

(平成19年3月期

第1四半期末)

前年同四半期 

(平成18年3月期

第1四半期末) 

対前年同四半期増減 
前連結会計年度

（平成18年3月

期末） 

期  別 

 

科  目 金    額 金    額 金    額 増減率 金    額 

 ％ 

Ⅰ.売上高 11,924,512 11,230,382 694,129 6.2 47,754,795 

Ⅱ.売上原価 9,792,830 9,128,469 664,360 7.3 38,710,410 

売上総利益 2,131,681 2,101,912 29,769 1.4 9,044,385 

Ⅲ.販売費及び一般管理費 1,744,612 1,648,608 96,004 5.8 6,683,452 

営業利益 387,069 453,304 △ 66,235 △14.6 2,360,932 

Ⅳ.営業外収益 41,166 52,348 △ 11,181 △21.4 152,358 

  受取利息 5,993 7,048   25,716 

  為替差益 － 4,066   2,204 

  受取地代家賃 9,005 10,986   43,918 

  その他 26,168 30,247   80,519 

Ⅴ.営業外費用 13,056 16,402 △ 3,346 △20.4 75,602 

  支払利息 3,065 2,799   15,247 

    賃貸資産減価償却費 1,520 1,783   4,267 

    賃貸資産賃借料 8,120 11,112   32,481 

    その他 350 706   23,606 

経常利益 415,180 489,249 △ 74,069 △15.1 2,437,688 

Ⅵ.特別利益 104,615 332 104,283 － 220,184 

貸倒引当金戻入益 1,551 －   － 

  固定資産売却益 － －   2,350 

投資有価証券売却益 － 332   － 

契約精算益 － －   217,833 

企業年金制度移行益 ※1 103,063 －   － 

Ⅶ.特別損失 － 2,741 △ 2,741 － 125,762 

  固定資産除売却損 － 2,741   67,168 

  減損損失 － －   58,594 

税金等調整前四半期（当期）純利益 519,795 486,841 32,954 6.8 2,532,109 

税金費用 235,731 220,087 15,643 7.1 1,036,958 

四半期（当期）純利益 284,064 266,753 17,310 6.5 1,495,151 

※1．当社グループは、平成 18 年 5 月 1 日付で企業年金制度を確定給付年金制度から確定拠出年金制度へ移行して

います。本移行にともない、特別利益として103,063千円計上しています。 
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（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
 （千円未満切捨表示）

当四半期 

(平成19年3月期 

第1四半期末) 

前年同四半期 

(平成18年3月期 

第1四半期末) 

前連結会計年度 

（平成18年 3月期末）

期  別 
 
 
科  目 

金    額 金    額 金    額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    

 税金等調整前四半期（当期）純利益 519,795 486,841 2,532,109 

 減価償却費 95,308 105,845 440,861 

 退職給付引当金の増減額（△減少額） △ 231,718 12,673 51,945 

 受取利息及び受取配当金 △ 18,894 △ 19,223 △ 45,207 

 支払利息 3,065 2,799 15,247 

 
適格年金制度移行にともなう未払金
の増加額 

128,654 － － 

 契約精算益 － － △ 217,833 

 有形固定資産除売却損益 － 2,741 64,818 

 売上債権の増減額（△増加額） △ 100,567 △ 184,242 2,593,458 

 たな卸資産の増加額 △ 45,315 △ 483,513 △ 286,651 

 仕入債務の減少額 △ 35,302 △ 363,127 △ 696,682 

 そ の 他 △ 493,165 △ 85,255 557,463 

 小     計 △ 178,139 △ 524,462 5,009,528 

 利息及び配当金の受取額 18,120 18,315 44,124 

 利息の支払額 △ 3,784 △ 2,850 △ 14,781 

 法人税等の支払額 △ 681,614 △ 518,346 △ 945,305 

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 845,418 △ 1,027,344 4,093,565 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

 有形固定資産の取得による支出 △ 309,776 △ 1,016,763 △ 1,500,543 

 投資有価証券の売却による収入 － 875 885 

 収用に伴う補償金の収入 847,898 － 1,280,000 

 契約精算による収入 － － 1,220,643 

 その他投資による支出 △ 15,062 △ 8,113 △ 106,048 

 その他投資による収入 17,831 19,669 127,399 

 投資活動によるキャッシュ・フロー 540,891 △ 1,004,332 1,022,335 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

 短期借入金の純増加額 － 1,640,000 100,000 

 配当金の支払額 △ 110,929 △ 114,603 △ 229,604 

 自己株式の処分による収入 175,296 1,668 71,289 

 自己株式の取得による支出 △ 151 △ 129 △ 5,057,560 

 財務活動によるキャッシュ・フロー 64,214 1,526,935 △ 5,115,876 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 － 245 － 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（△減少額） △ 240,312 △ 504,495 24 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 1,530,421 1,530,396 1,530,396 

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 1,290,108 1,025,901 1,530,421 
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連結販売実績 

（千円未満切捨表示） 

当四半期 

(平成19年3月期第1四半期末) 

前年同四半期 

(平成18年3月期第1四半期末) 増  減 
期 別 

 

品 目 台 数 金   額 構成比 台 数 金   額 構成比 台 数 金   額 

  台 ％ 台 ％ 台 

国産新車 

輸入新車 

406

664

703,584 

3,651,219 

5.9

30.6

373

565

674,152

2,999,076

6.0 

26.7 

33 

99 

29,431

652,143 

新車計 1,070 4,354,804 36.5 938 3,673,229 32.7 132 681,574

国産中古車 

輸入中古車 

4,019

1,094

3,102,351 

2,439,546 

26.0

20.5

4,095

1,051

3,282,851

2,220,481

29.2 

19.8 

△ 76 

43 

△ 180,499

219,064 

中古車計 5,113 5,541,898 46.5 5,146 5,503,333 49.0 △ 33 38,565

 

 

四輪車計 6,183 9,896,702 83.0 6,084 9,176,562 81.7 99 720,140

  新  車 200 144,537 1.2 229 156,639 1.4 △ 29 △ 12,101

  中古車 159 51,148 0.4 187 62,996 0.6 △ 28 △ 11,847

  二輪車計 359 195,686 1.6 416 219,635 2.0 △ 57 △ 23,948

商品売上高合計 － 10,092,389 84.6 － 9,396,197 83.7 － 696,191

修理売上高 － 1,202,447 10.1 － 1,167,036 10.4 － 35,411

手数料収入 － 629,674 5.3 － 667,148 5.9 － △ 37,473

合    計 － 11,924,512 100.0 － 11,230,382 100.0 － 694,129

（注）1．修理売上高、手数料収入については販売品目が多岐にわたるため金額のみの記載としています。 

     2．上記の金額には、消費税等は含まれていません。 

 


